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「
水
滞
伝」
批
判、
プ
ロ
レ
タ
り
ア
独
裁
理
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中

国

内

政

の

転

換

と

矛

盾

a‘ ... ’‘ .. 

郷
小
平
拝
復
前
が
つ
い
に
実
現し
た。
円以
近の
巾
圏
内

政
の
方
向
は、

郷小
平
再
登
場
が
当
然の
ζ
と
と
考
え
ら

れ
る
ほ
ど、
す
で
に
大
き
く
変
化
し
て
お
り、
理
論
的・

...... ー‘.. 

政
策
的
に
は
完
全に
グ
郡
小
平
路
線H
に
な
りつ
つ
あっ

た
だ
けに、
郷
小
平
再
復
活
そ
れ
n
体
に
は
な
ん
ら
の
不

門
然
さ
も
な
かっ
た
と
い
え
よ
う。

同..... 』

私
は
と
と
で
あ
え
て
が
郡
小
平
路
線H
と
い
っ
た
が、

そ
れ
は
あ
る
い
は
周
恩
来
i
郡
小
平
路
線
と
い
っ
て
も
よ

...... 

い
で
あ
ろ
う。
「
専
よ
り
も
紅」
「
政
治
突
出」

主
義
社
会
で
の
階
級
闘
争」
とい
う
毛
沢
東
路
線、
そ
の

崎
限
形
態
と
し
て
の
文
化
大
革
命
か
ら
離
脱
す
る
ζ
と
に

「
社
会

よっ
て
中
同
社
会
を
強
岡に
再
辿
し
よ
う
と
す
る
大
肌
な

軌
道
修
正
が
毛
沢
京
体
制
末
期に
お
い
て
すで
に
進
行
し

てい
た
か
ら
こ
そ、
い
わ
ゆ
る
「
同
人
組」

1977.8. 9 

は
「
批
林
批

孔」
運
動、
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中国共産党第10期中央委員会第3回総会
を主宰する筆国鏡主席（中央）と郵小平副
主席（左）、 3産量lj芙111主席（右）

郵
小
平
氏
は
「
不
死
鳥」

の
よ
う
に
再
び
中
国
の
政
治
舞
台
に
復
活
し
た。

中
国
共
産
党
第
一

O
期
中
央
委
員
会
第
三
回
総
会
（
三
中
全
会）

は、

華
国
鋒
氏
の
党
主
席、

党
中
央
軍
事
委
員
会

主
席
選
任
を
追
認
す
る
と
と
も
に
、

郡
小
平
氏
の
職
務
の
回
復
と
「
四
人
組」

の
党
籍
は
く
奪
を

正
式
決
定
し
た
。

文
化
大
革
命
以
来
二
度
ま
で
失
脚
し
た
郵
小
平
氏
が
党
副
主
席
と
し
て、

華
国

鋒
主
席、

葉
剣
芙
副
主
席
に
次
ぐ
党
内
第
三
位
に
返
り
咲
き、

副
首
相、

軍
総
参
謀
長
の
原
職
に

復
帰
し
た
こ
と
は、

中
国
共
産
党
史
上
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
り、

そ
の
意
味
は
重
大
で
あ
る。

そ
こ
で、

何
が
郵
小
平
氏
の
復
活
を
実
現
さ
せ
た
の
か、

華
体
制
の
中
で
郵
小
平
氏
は
ど
ん
な
役

割
を
果
た
す
の
か
、

中
国
の
内
政、

外
交
が
ど
う
変
わ
る
か
な
ど、

郵
小
平
氏
復
活
を
め
ぐ
る
問

題
点
を
取
り
上
げ
て
み
た。

.> 

詩
学
習
運
動、
「
走
資
派
」

批
判
な
ど
一

連
の
キ
ャ

ン
ペ

ーン
を
相
次
い
で
発
動
し、
周
恩
来・
郡
小
平
批
判
に
的

を
絞っ
てい
た
と
と
が、
今
回、
明
白
に
なっ
た。

そ
の
な
か
で
最
も
注
目
さ
れ
る
問
題
提
起
と
そ、
い
わ

ゆ
る
「
三
株
毒
草」
と
し
て
と
くに
「
走
資
派」
批
判
の

段
階
で
集
中
的
に
批
判
さ
れ
た
郵
小
平
氏
ら
の
三
つ
の
綱

領
的
文
献
で
あ
る。
そ
れ
は
毛
沢
東
以
後
の
中
国
の
方
向

を
窓
践
し
て一
九七
五
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
中
国
内
部

で
作定
さ
れ
た
討
愉
稿
で
あ
り、
今
日、
「
総
綱
論」
「（
全

党全
国
各
項
の
工
作の
総
綱
を
論
ず
る」
）
「工
業二
O

条」
（「
工
業
の
発
展
を
速
め
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て」）

「
科
学
院
提
網
」

（「
科
学
院
工
作
報
告
提
綱」
）

と
し
て

知
ら
れ
てい
る
も
の
で
あ
る。

「
総
網
輪」
は、
プ
ロ
レ
夕
日
アl
ト
独
裁
理
論
の
学

習、
安
定
と
団
結、
国
民
経
済
発
展
と
い
う一二
つ
の
毛
沢

東
指
示
に
依
拠し
て、
「
四
つ
の
現
代
化」
を
今後二
五

年
間に
実
現
す
る
ため
の
全
般
的
工
作
方
針
を
示
し
た
も

の
で
あ
り、
と
う
し
た
重
要
任
務
を
わ
き
ま
え
ず
に
政
治

的
レ
ッ
テル
ば
か
り
を
限
り
つ
け
る
「ニ
セ
の
マ
ル
ク
ス

主
義
の
政
治ペ
テン
師」
を
激
し
く
批
判
し、
と
く
に

「
唯
生
産
力
論」
とい
う
レ
ッ
テル
に
真っ
向
か
ら
反
論

し
た
も
の
で
あっ
た。

「
工
業二
O
条」
は、
と
の
よ
う
な
「
総
網」
の
具
体

化
の
ため
の
個
別
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が、
そ
と
で
も

「
革
命
の
統
帥
の
も
と
で
生
産
をし
っ
か
り
つ
か
む
と
と

を
『
唯
生
産
力
論』
『
業
務
優
先』
と
し
て
批
判
し
て
は

な
ら
ない」
と
はっ
き
り
述べ
てい
る。

1977. 8. 9 世界週報13 



4・h

「
科
学
院
提
綱」
は、
中
国
社
会
現
代
化
の
ため
の
全

国
科
学
技
術
計
画
と
管
理
の
問
題、
自
力
更
生
と
外
国
の

科
学
技
術
導
入
な
ど
の
問
題
を
論
じ、
機
構
の
整
頓
を
は

じ
め
と
す
る
科
学
技
術
路
線
上
の
五
項
目
の
整
頓
を
提
起

し
た
も
の
で
あっ
た。

“・．ー・－‘.. ー“

と
の
よ
う
な
三
つ
の
綱
領
的
文
献
は、
そ
の
根
本
的
か

っ
挑
戦
的
な
意
義の
ゆ
え
に
「
四
人
組」
時
代
に
は
コニ

株
毒
草」
と
し
て
集
中
的
に
激
し
く
非
難
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
が、
今
日
の
中
国
で
は、
去
る
四
1
五
月
の
「
工
業

は
大
同艇
に
学
ぶ
全
国
会
議」
の
基
調
や
最
近
の一
連
の
諸

論
調
が
示
す
と
お
り、
逆
に
「
三
株
香
花」
と
し
て
大い

に
称
え
ら
れ
てい
る
の
で
あ
る。

4‘・．4“・...... “a・．ー‘』ー..... 

華
国
鋒
指
導
部
の
ジ
レ
ン
マ

...... ‘ 

ζ
の
点
で
奪
回
錨
指
導
部
は、
「
工
業
は
大
慶に
学
ぶ

全一
国
会
議」
に
お
け
る
翠
国
鋒
主
席
自
身
の
演
説
が
示
し

た
よ
う
に、
政
策
的・
理
論
的
に
は
郵
小
平
路
線
を
採
用

せ
ざ
る
を
得
ない
の
で
あ
ろ
う。
だ
が、
政
治
的
に
は
必

ずし
も
そ
う
で
は
な
かっ
た。
つ
ま
り、
悲
国
鋒
指
導
部

に
とっ
て
グ
危
険
な
政
治
家d
郵
小
平
氏
の
一舟
復
活
は
必

ずし
も
歓
迎
すべ
き
事
柄
で
は
、な
かっ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ヲ。。

-d‘ .. ...... －‘’‘・... ‘ .... －‘ .... 

と
の
点
と
そ、
郵
小
平
復
活
が
し
ば
し
ば
大
衆
の
要
求

と
し
て
壁
新
聞
に
現
れ、
対
日
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る

い
わ
ゆ
る
笑
務
派
要人
（
李
先念、
認
霞
林、
摩
承
志
氏

ら）
が
郡
小
平
再
登
場
の
近
い
と
と
を
し
ば
し
ば
予
告し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
の
再
復
活
が
な
か
な
か
実
現し

－・M・．． 

，、
． 司、
． 

－な
かっ
た
と
と
の
大
き
な
背
景
が
あっ
た
と
い
え
よ
う。

と
れ
は、
咋
年二
月
の
「
走
資
派」
批
判
（
郡
小
平
批

判）
と
撃
国
鋒
氏
の
台
頭、
四
月
の
天
安
門
事
件に
よ
る

郵小
平
氏
追
放
と
撃
国
鋒
氏
の
宵
台
頭
（
四
月
七
日
付
の

党
中央
決
議）
と
い
う
部氏
と
華氏
の
正
反
対
の
出
会い

を
思い
起
と
し
た
だ
けで
も
明
白
で
あ
ろ
う。

つ
ま
り
「
四
人
組」
批
判
と
い
う
点
で
は
郵
小
平
氏
と

一
致
す
る
護
国
鋒
氏
ら
文
革
派
非
上
梅
グ
ル
ー
プ
で
は
あ

っ
て
も
（一
九
七
五
年
初
夏
の
北
京
に
現
れ
た
「
左」
か

ら
の一
連
の
革
命
委幹
部
批
判
の
壁
新
聞
に
慈
国
鋒
氏

〈
湖
南
省
革
命
委
主
任
代
理
H
当
時〉
を
名
ざ
し
で
批
判

し
た
も
の
が
あっ
た
と
と
が
思い
起
と
さ
れ
る）、
旧
実

権
派
l
「
走
資
派」
勢
力
と
の
亀
裂
は
決し
て
浅
く
ない

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

現に
禁
固
鋒
氏
自
身、
昨
春
の
「
走
資
派」
批
判
が
吹

き
荒
れ
てい
た
と
きに
は、
郵
小
平
氏
を
激
し
く
批
判

し、
「
唯
生
産
力
論」
を
非
難
し、
「
四
つ
の
現
代
化」
そ

の
も
の
を
激
し
く
攻
胸中し
た
の
で
あっ
た
（
護
国
錦
「
右

傾
翻
案
風
と
郡
小
平
批
判
の
問
題に
つ
い
て
の
講
話」、

一
九七
六
年
二
月二
十
五
日）。
と
と
に
も
郡
小
平
再
登

場
に
関
す
る
護
国
鋒
指
導
部
の
ジ
レ
シ
マ
が
あ
る
と
い
え

やAm

Aノ
。

「

郡

小

平

氏

の

目

指

す

も

の

と
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
は、
今
回
の
三
中
全
会コ、、、ユ

ニ
ケ
に
そ
の
ま
ま
はっ
き
り
と
現
れ
てい
た。
つ
ま
り、

コ
ミニ
ュ
ケ
は
郡
小
平
宵
復
活
を
決
議し
・な
が
ら
も、
部

小
平
問
題
を
「
敵
対
的
矛
盾」
と
し
て
処
断
し
た
昨
年
四

月
七
日
の
党
中
央
の
決
議に
言
及
す
る
ζ
と
を
窓
意
的
に

回
避し
た
ば
か
り
か、
すべ
て
の
立
任
を
「
四
人
組」
の

M
陰
謀d
に
帰
す
る
と
と
に
よっ
て
党
中
央
の
責
任
を
免

罪
し、
一
連
の
理
不
尽
に
自
を
つ
むっ
た
の
で
あ
る。

し
か
も、
林
彪
が
台
頭
し
た
九
全
大
会、
王
洪
文の
登

場
で
印
象
深
かっ
た一
O
金
大
会
を
ζ
と
ご
と
く
否
定
し

な
が
ら、
な
お
「
と
れ
は
プ
ロ
レ
タ
p
ア
文
化
大
革
命
の

偉
大
な
勝
利
で
あ
り、
毛
沢
東
思
想
の
偉
大
な
勝
利
で
あ

り、
毛
主
席
の
プ
ロ
レ
タ
p
ア
革
命
路
線
の
偉
大
な
勝
利

で
あ
る」
と
語
ら
ざ
る
を
得
ない
と
の深
刻
な
矛
盾
の
な

か
で
郵
小
平
氏
は
宵
登
場し
た
の
で
あ
る。

と
の
点
で
は
部
小
平
氏
は、
形
式
的
な
「
自
己
批
判」

と
華
国
鈴
支
持
（コ
ミュ
ニ
ケ
の
い
う
「二
つ
の
手
紙」）

に
も
か
か
わ
ら
ず、
路
線
的
に
は
い
さ
さ
か
も
向
己
の
立

場
を
否
定
せ
ず、
ま
さ
に
「
最
後
ま
で
悔い
改
め
な
い
走

資
派」
と
し
て、
旧
笑
権
派
と
し
て、
す
で
に
羅
瑞
卿、

陳
歪
顕
以
下
か
つ
て
激
し
く
批
判
さ
れ
た
大
量
の
旧
笑
権

派
幹
部
が
復
権し
てい
る
な
か
で、
つ
い
に
再
登
場
し
た

の
で
あ
る。

14 世界週報

と
の
よ
うに
見
た
と
き、
郡
小
平
荷
復
活
は
ま
さ
に
反

文
革
路
線
の
勝
利
で
は
な
か
ろ
う
か。
都
小
平
氏
が
「
社

会
主
義
社
会
で
の
階
級
闘
争」
を
絶
対
化
す
る
毛
沢
東
路

線へ
の
有
力
な
批
判
者
で
あっ
た
と
と
を
考
え
た
と
き、

華
国
錦
指
導
部
は、
い
ま
や
非
毛
沢
東
化へ
の
w
危
険
な

道
連
れH
を
抱
え
た
と
と
に
な
る。

1977. 8. 9 
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し
か
も、
郵
小
平
氏
の
ζ
れ
ま
で
の
盟
か
な
政
治
経
験

と
党・
政・
軍
を
貫
く
彼の
政
治
法
盤
を
考
え
た
と
き、

一
九
五
八
年
の
「
大
路
進」
政
策
以
来の「
毛
沢
東
思
想」

絶
対
化
時
代
は
誤
り
で
あ
り、
と
う
し
た
諜
謬
の
念
か
に

毛
沢
東
家
父
長
体
制
が
増
幅
し、
そ
と
に
「
四
人
組」
が

跳
梁
す
る
と
と
に
なっ
た
と
と
の
非
を
大
胆
に
提
起
し
得

る
人
物、
つ
ま
り
非
毛
沢
東
化
を
明
示
的
に
も
閉
幕
さ
せ

得
る
強
力
な
有
資
格
者
と
そ
郷
小
平
氏
そ
の
人
だ
と
い
わ

ね
ば
な
ら
ない。
部
小
平
氏
は
残
さ
れ
た
余
生
を
H
毛
沢

東
神
話d
を
打
ち
砕
く
と
と
に
よっ
て
中
国
社
会
を
現
代

化
す
る
と
と
に
賭
け
る
の
で
は
・な
か
ろ
う
か。

－』一－‘... 一---- __ ..._ __ ..._ －－ー ー』－凶』....... ‘ .. 

一

部

氏

再

登

場

後

の

中

国

外

交

郡
小
平
有
復
活
が
す
で
に
「
四
つ
の
到
代
化」
路
線
を

進
め
つ
つ
あ
る
中
国
内
政
の
方
向
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
ζ
と
は
疑
い
ない。

と
の
よ
う
な
内
政
の
基
調
変
化
は、
中
国の
外
交
政
策

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
すで
あ
ろ
う
か。
三
中
全

会コ
ミュ
ニ
ケ
は
と
の
点
で、
「
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義の
原
則
を
堅
持
し、
毛
主
席
の
革
命

的
外
交
路
線
と
政
策
を
断
問
実
行
し：：：
ソ
米二
つ
の
超

大
国
の
覇
権
主
義に
反
対
す
る
で
あ
ろ
う」
と
述べ
て、
従

来
の
外
交
政
策
に
変
化
が
ない
と
と
を
強
調
し
てい
る。

し
か
し、
中
国
外
交
が
ζ
れ
ま
で
内
政
に
大
き
く
規
定

さ
れ
て
き
た
と
と
を
考
え
れ
ば、
内
政
上
の
根
本
的
な
変

化
が
外
交
に
反
映
し
ない
は
ず
は
ない
の
で
あ
る。

E露ヨ国圏直直揖亘書長島理温三重臨調

そ
れ
で
は、
部
小
平
氏
蒋
復
活
の
中
国

外
交
は
ど
の
よ
うに
変
化
す
る
で
あ
ろ
う

か。
「
同
人
組」
時
代
の
中
国
外
交
と
は、

ど
の
よ
うに
異
なっ
た
も
の
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
か。
と
の
点
に
な
る
と、
問
題
は

単
純
で
は
ない。

内
政
の
基
調
が
経
済
軍
視の
「
四
つ
の

現
代
化」
路
線
で
あ
り、
「
洋
奴
哲
学」

へ
の一
面
的
な
批
判
が
な
く
な
る
と
と
か

ら
す
れ
ば、
依
然
と
し
てソ
述
を
主
敵
と

す
る
以
上、
ア
メ
リ
カ
や
日
本へ
の
接
近

が
さ
ら
に
進
み、
ア
ジ
ア・
太
平
洋
地
域

ト
ヲ
y
ス・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・

に
お
け
る
米・
日・
中の
「
太
平
洋
横
断

2
7
’hv
g
y

 

的
辿
携」
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う

と
見
る
の
が一
般
的
な
解
釈
で
あ
り、
と

の
点
か
ら
す
れ
ば、
来
る
八
月
下
伺
の
バ

ン
ス
米
国
務
長
官の
訪
中
を
中
国
側
と
し

て
も
大い
に
重
視
し、
同
時に
日
中
の
新

大
使交
換
を
機に、
日
中
平
和
友
好
条
約

交
渉
に
大
き
な
外
交
的
比
疋
を
か
け
る
と

と
に
な
ろ
う。
と
の
よ
う
な
方
向
は、
一

九
六
九
年の
「ニ
ク
ソ
ン・
ド
ク
ト
リ

ン」、
七
五
年
の
「
新
太
平
洋ド
ク
ト
リ

ン」
以
来の
ア
メ
p
カ
の
方
針
と
も
合
致

し
て
お
り、
最
近
ア
メ
リ
カ
園
内
に
は、

米・
日・
中の
協
商
関
係
を一
挙に
強
化

し、
米
中
箪
事
提
携
を
軸
に
し
て
ソ
連に

中国通伺
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対
抗
すべ
き
だ
と
の
意
見
さ
え
し
ば
し
ば
み
ら
料
る
の
で

あ，
る。

d‘� ..... 

中
ソ
和
解
の
可
能
性

.&A � 

し
か
し、
こ
う
し
た
方
向
は、
米
中
国
交
樹
立
と
い
う

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り、
斬
新
でユ
ニ
ー
ク
な
も

の
と
も
思
わ
れ
よ
う
が、
結
局
は
そ
ζ
に一
定
の
限
界
が

あ
る
とい
え
よ
う。
米
中
の
軍
事
提
携
や
米・
日・
中
の

協
商
は、
中
凶へ
の
ソ
迎
の
現
実
的
な
街
威
を
刺
激
し
な

い
範
囲
内
での
み
可
能
で
あ
る
に
す
ぎ
ない
とい
う
壁
に

中
国
の
指
噂
者
は
や
が
て
気づ
く
で
あ
ろ
う。

そ
の
よ
う
な
限
界に
達
し
た
と
き、
中
ソ
関
係
の
改
善

は
や
は
り
中
国
に
とっ
て
も
不
可
欠
な
重
大
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う。
そ
の
際に
と
そ、
部
小
平
正
が
旧
実
権
派
の

霊
鋲
で
あ
り、
例
え
ば
同
じ
く
実
権
派
と
し
て
失
脚
し、

再
び
返
り
咲い
てい
る
羅
端
卿
元
人
民
解
放
軍
総
参
謀
長

の
よ
う
に、
毛
沢
東
的
反
ソ
主
義
と
は
本
質
的
に
異
・な
る

戦
術
的
ない
し
は
政
策
的
な
対ソ
関
係
を
形
成
し
得
る
人

物
で
あ
る
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。

い
う
ま
で
も
な
く、
内
政
的
な
非
毛
沢
東
化
が
進
み、

中
国
が
も
し
も
名
実
と
も
に、
毛
沢
東
路
線
を
脱
し
た
と

き
に
は、
巾
ソ
問
に
は
初
年の
民
族
問
跨
擦
を
残
し
て、

党
の
政
策レ
ペ
ル
で
は
大
き
く
和
解
に
向か
う
可
能
性
が

出
て
く
る
で
あ
ろ
う。
ソ
連
が
そ
の
日
をい
か
に
強
く
待

ち
望
ん
でい
る
か
に
つ
い
て
は、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も

Jはい。

4‘� a“ a、.. 4‘晶4“ a‘ ... d‘・．d“・4‘・．...... a‘ ... 圃a・－.........‘

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
おい
て
は、
中
ソ
関
係は
毛
沢
東

『
, 

的
な
レ
ベ
ル
で
は
な
く
し
て
実
描
派
的
なレ
ベ
ル
に
・お
い

て
彼
原
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ない
で
あ
ろ
う。
そ
の

よ
う
念
暁に
は、
か
つ
て一
九
六
0
年
代
前
半
の
実
権
派

時
代
の
よ
う
に
北
京
I
平
壌
lハ
ノ
イ
！
日
共
な
ど
の
ア

ジ
ア
の
国
際
共
産
主
義
運
動
の
連
携
が
回
復
し
て
く
る
か

も
し
れ
ない。

最
近
の
中
国
が、
他
方
で
は
アル
バ
ニ
ア
労
働
党
の

ρ
反
逆H
に
出
会っ
て、
ζ
と
も
あ
ろ
う
に
中
幽
自
身

「
修
正
主
義」
呼
ば
わ
り
さ
れ
てい
る
半
面、
六
月
九
日

付
「
人
民
日
報」
の
無
署
名
論
文
「
社
会
主
義へ
の
和
平

路
線」
や
七
月
十一
日
夜
の
北
京
放
送
「
革
命
の
二
つ
の

手
段」
な
ど
を
通
じ
て、
革
命
の
平
和
移
行
の
可
能
性
を

否
定し、
西
欧
共
産
党
諸
党
や
日
本
共
産
党
の
が
修
正
主

中国通信

義H
を
批
判
す
る
原
則
性
を
示
し
てい
る
の
も、
い
わ
ゆ

る
実
権
派
的
な
立
場の
反
映
で
は
な
か
ろ
う
か。

アル
パ
ニ
ア
労
働
党
が
そ
の
様
関
紙
「ゼ
p－
イ・
ポ

プ
リ
ト」
の
七
月
七
H
付
社
説
「
革
命
の
理
論
と
実
践」

の
英
語
版
を
北
京
で
と
の
七
月
上
旬
配
布
し
た
とい
う
事

実
は、
アル
パエ
ア
労
働
党
が
「
四
人
組」
と
近い
立
場

に
あ
る
だ
けに、
中
国
内
部
に
は
ま
だ
「四
人
組」
の
影

響
が
あ
る
も
の
と
計
算
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
し、
現
に
と
の
問
1
五
月
に
か
け
て
は、
強
固
鈴
指

噂
部
を
代
表
し
て
最
近
論
陣
を
張っ
てい
る
向
群
署
名
者

に
対
し、
激
し
く
批
判
す
る
壁
新
聞
が
北
京
に
現
れ
た
の

で
あっ
た。
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ラジオで三中全会コ�.:I.ニケ走
路いて喜ぶ北京の各民族大衆

と
の
よ
う
な
経
緯は、
北
京
政
変
以
後
の
わ
が
国
内
に

おい
て、
「
四
人
組」
を
支
持
す
る
日
共
左
派
の一
部
が

従
来
の
円
中
友
好
協
会
正
統
本
部
か
ら
も
離
反
し、
日
中

友
好
運
動
か
ら
撤
退
し
て
日
本・
アル
バ
ニ
ア
協
会
を
設

立
し
て
い
る
事
実
と
も
連
動
す
る。
そ
れ
だ
け
に、
部
小

平
復
活
後
の
北
京
は、
と
の
よ
う
な
「
左」
か
ら
の
批
判

を
も
意
識
し
つ
つ、
や
が
て
対
米
接
近
の
限
界に
気づ
い

た
と
き、
む
し
ろ
中
ソ
関
係
の
選
択
的・
政
策
的
改
善
に

向か
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

と
の
点
か
ら
し
で
も、
日
中
関
係
の
将
来
に
は、
か
な

り
厳
し
い
状
況
が
現
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
と
と
を
十
分

に
考え
て
や
くべ
き
で
あ
り、
当
面
は
中
国
外
交
の
推
移

す
る
方
向
を
十
分に
見
き
わ
め
る
必
要が
あ
り
そ
う
で
あ

る。
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